
 

 

 

 
 

 

 

「明るく 元気に 呼人で学ぶ」 

校長 大 泉 真 哉 

今年度もよろしくお願いいたします。校長の大泉 真哉（おおいずみ しん

や）です。 

令和５年度が始まり、子どもたちの元気な声が毎日響いています。感染症対策

の基本的対処方針や感染症法上の位置づけが見直され、学校、寄宿舎において

は、アフターコロナにおける感染防止対策を行いながら、これまで制限してき

た学習活動を段階的に再開し、子どもたちの成長や発達を支えていきたいと考

えます。 

 保護者・関係機関・地域の皆さんに支えられ、本校は今年度、開校５０周年

を迎えました。５０周年記念運動会や学校祭、タイムカプセルの開封、埋設、１２月８日（金）には、

開校５０周年記念式典を行います。子どもたちと一緒に開校５０周年のお祝いをしていく年になります。 

また、今年度より学校運営協議会（コミュニティ・スクール）を立ち上げ、学校・保護者・地域の方

が共に知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、協働しながら子どもたちの豊かな成長を

支え、地域と共にある学校づくりを進めていきたいと考えます。 

令和５年度の児童生徒数は、小学部１３名、中学部１０名、高等部１９名（訪問学級９名）合計４２

名です（２９名が寄宿舎生）。教職員は、学校、寄宿舎、行政を合わせて７６名でスタートしました。

「明るく 元気に 呼人で学ぶ」の校訓のもと、学校教育目標「地域で自分らしく生きる人を育てる」の

実現に向けて、次の２点を重点として教育活動を推進して参ります。 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

「児童生徒がいきいきと学ぶ」「教職員がやりがいを持つ」「学校・保護者・地域が共に育つ」を合い

言葉に、子どもたち一人一人の可能性を引き出す教育の推進に取り組んで参ります。 

保護者・関係機関・地域の皆さんにも引き続き、本校の教育活動にご理解をいただき、ご支援、ご協

力を賜りますようお願い申し上げます。 
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【教育目標】一人一人の将来につながる「今」の指導の充実と、意欲にあふれ、自ら学ぶ児童生徒の育成 

を図る 

【経営目標】前年度踏襲ではなく、目的や根拠を明らかにし「見やすさ、聞きやすさ、わかりやすさ」を意 

識しながら、チームワーク（協働体制）を構築し、実践や活動にあたる 

 

本年度の重点 



 

 

 

網走養護学校だより 第１号 
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編集後記 
 

このたび、小学部２名、中学部５名、高等部５名の児童生徒が網走養護学校に入学されました。

新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。そして、在校生のみなさん、進級おめでとう

ございます。新しい環境で不安な 4月が過ぎ、少しずつ学校に慣れてきたでしょうか。1年間の

学校生活が楽しく、充実した学びになるよう、一緒に頑張りましょう。（文責：塩越） 

令和５年度が始まりました。今年度も学校だよりを通じて、網走養護学校の児童生徒の学習活動

の様子を中心にお伝えしていきたいと思います。今年度もよろしくお願いします。（文責：塩越） 


